
(57)【要約】

【課題】　ＴＦＴ液晶表示パネルにおいて、配線電極と

接続電極パッド形成工程を簡略化して画素ピッチ細密化

にも拘わらず接続電極パッドの幅広を確保する。

【解決手段】　ＴＦＴ液晶パネルのスイッチング素子を

形成する工程および材料と、液晶パネル周辺部に設ける

配線電極と接続電極パッドおよび絶縁膜を形成する工程

および材料の全部もしくは一部を同一にすることで、工

程の簡略化と配線電極および接続電極パッドを重ねて形

成することにより接続電極パッドの幅広化することを特

徴とする。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 基 板 と 第 ２ の 基 板 の 間 隙 に 液 晶 層 を 有 し 、 前 記 第 １ の 基 板 上 に は ス イ ッ チ ン グ 素
子 を 有 す る 表 示 電 極 を 設 け 、 前 記 第 ２ の 基 板 上 に 設 け る 対 向 電 極 と の 重 な り 部 を 画 素 部 と
し て 表 示 領 域 を 形 成 し 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 配 線 電 極 を 介 し て 接 続 電 極 パ ッ ド に 接 続
す る 液 晶 表 示 パ ネ ル に お い て 、 前 記 配 線 電 極 と 接 続 電 極 パ ッ ド 上 に は 絶 縁 膜 を 形 成 す る と
と も に 前 記 接 続 電 極 パ ッ ド 上 の 絶 縁 膜 に 開 口 部 を 設 け 、 か つ 前 記 配 線 電 極 と 接 続 パ ッ ド 上
に 形 成 さ れ た 絶 縁 膜 は 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 構 成 す る 絶 縁 膜 、 ま た は 前 記 ス イ ッ チ ン
グ 素 子 の 保 護 膜 と 同 一 の 絶 縁 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 ゲ ー ト 電 極 と ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 半 導 体 層 と ソ ー ス 電 極 と ド レ イ
ン 電 極 と を 有 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 パ
ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 接 続 電 極 パ ッ ド は 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ゲ ー ト 電 極 、 ソ ー ス 電 極 、 ド レ イ ン 電
極 の 何 れ か と 同 一 材 料 で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 絶 縁 膜 の 接 続 電 極 パ ッ ド 上 開 口 部 に 形 成 さ れ る 、 バ ン プ 形 成 の た め の パ ッ ド 被 覆 電
極 が 、 前 記 表 示 電 極 と 同 一 材 料 で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示
パ ネ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 配 線 電 極 は 、 前 記 ゲ ー ト 電 極 と 同 一 材 料 で 形 成 さ れ 、 前 記 接 続 電 極 パ ッ ド は 、 ソ ー
ス 電 極 、 ゲ ー ト 電 極 、 ド レ イ ン 電 極 の 何 れ か と 同 一 材 料 で 形 成 さ れ 、 さ ら に 配 線 電 極 は ゲ
ー ト 絶 縁 膜 で 被 覆 さ れ 、 前 記 接 続 電 極 パ ッ ド は ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 保 護 膜 で 被 覆 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ の 基 板 と 第 ２ の 基 板 の 間 隙 に 液 晶 層 を 有 し 、 前 記 第 １ の 基 板 上 に は ス イ ッ チ ン グ 素
子 を 有 す る 表 示 電 極 を 設 け 、 前 記 第 ２ の 基 板 上 に 設 け る 対 向 電 極 と の 重 な り 部 を 画 素 部 と
し て 表 示 領 域 を 形 成 し 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 配 線 電 極 を 介 し て 接 続 電 極 パ ッ ド に 接 続
す る 液 晶 表 示 パ ネ ル に お い て 、 前 記 画 素 部 の 隣 接 す る 複 数 の 表 示 電 極 を １ 組 と し 、 該 １ 組
の 表 示 電 極 に 対 応 す る 複 数 の 接 続 電 極 パ ッ ド を 前 記 表 示 領 域 の 外 周 辺 に 対 し て 直 行 方 向 に
直 列 配 置 し 、 前 記 表 示 領 域 か ら 遠 い 接 続 電 極 パ ッ ド に 接 続 さ れ る 配 線 電 極 は 、 表 示 領 域 に
近 い 接 続 電 極 パ ッ ド と 平 面 的 に 重 な る 部 分 を 有 し 、 前 記 配 線 電 極 と 前 記 接 続 電 極 パ ッ ド 上
に は 絶 縁 膜 を 形 成 す る と と も に 前 記 接 続 電 極 パ ッ ド 上 の 絶 縁 膜 に 開 口 部 を 設 け 、 か つ 前 記
配 線 電 極 と 接 続 電 極 パ ッ ド 上 に 形 成 さ れ た 絶 縁 膜 は 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 構 成 す る 絶
縁 膜 、 ま た は 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 保 護 膜 と 同 一 の 絶 縁 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶
表 示 パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 に 係 り 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 す な わ ち Ｔ Ｆ Ｔ
(Thin Film Transistor） を 使 用 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル の 配 線 電 極 と 接 続 電 極 パ ッ ド の 構 造
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 Ｏ Ａ (Office Automation)機 器 の 軽 量 ・ 薄 型 ・ 短 小 化 や 電 子 シ ス テ ム 手 帳 な ど Ｐ Ｄ
Ａ (Personal Digital Assistance)機 器 の 高 機 能 ・ 大 画 面 化 に 伴 い 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 高
密 度 化 と 有 効 表 示 面 積 の 拡 大 要 求 は 留 ま ら な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル は 対 向 す る 基 板 ２ 枚 の マ ト リ ッ ク ス 状 電 極 に よ り 基 板 間 の 液 晶 を 駆 動 す
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る が 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 高 密 度 化 、 す な わ ち 画 素 の 細 密 化 に よ り そ れ ぞ れ の 表 示 電 極 は 細
ピ ッ チ と な り 、 こ れ に 伴 い 引 き 出 し 配 線 部 お よ び 液 晶 表 示 パ ネ ル 駆 動 回 路 を 接 合 あ る い は
液 晶 表 示 パ ネ ル 駆 動 集 積 回 路 を 搭 載 す る 接 続 電 極 パ ッ ド 部 、 い わ ゆ る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 額
縁 は 更 な る 狭 小 化 を 迫 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 回 路 は 一 般 的 に 接 続 電 極 パ ッ ド 部 に 直 接 液 晶 表 示 パ ネ ル 駆 動 集 積
回 路 を 搭 載 す る Ｃ Ｏ Ｇ (Chip On Glass)実 装 、 あ る い は 接 続 電 極 パ ッ ド 部 に 液 晶 表 示 パ ネ
ル 駆 動 集 積 回 路 を 搭 載 し た テ ー プ フ ィ ル ム の 液 晶 表 示 パ ネ ル 駆 動 回 路 を 接 続 す る Ｔ Ａ Ｂ (T
ape Automated Bonding)実 装 と い う 方 法 が あ る が 、 い ず れ の 方 法 に お い て も 接 続 パ ッ ド 部
は 可 能 な 限 り 大 き く し て 液 晶 表 示 パ ネ ル 駆 動 集 積 回 路 あ る い は 液 晶 表 示 パ ネ ル 駆 動 集 積 回
路 を 搭 載 し た テ ー プ フ ィ ル ム と の 確 実 な 導 通 と 強 固 な 接 続 が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ５ は 従 来 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 平 面 図 で あ り 、 図 ６ は 図 ５ に 示 す 液 晶 表 示 パ ネ ル の Ｂ １
－ Ｂ ２ 断 面 図 で あ る 。 図 ５ に お い て ５ ０ ０ は 液 晶 表 示 パ ネ ル で あ り 、 ５ ０ １ は 表 示 領 域 、
５ １ ３ は Ｙ 配 線 電 極 領 域 、 す な わ ち 信 号 線 配 線 領 域 で あ り 、 ５ １ ６ は Ｙ 接 続 電 極 パ ッ ド 領
域 、 す な わ ち 信 号 線 駆 動 回 路 接 続 領 域 で あ り 、 ５ ２ ３ は Ｘ 配 線 電 極 領 域 、 す な わ ち 走 査 線
配 線 領 域 で あ り 、 ５ ２ ６ は Ｘ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 、 す な わ ち 走 査 線 駆 動 回 路 接 続 領 域 で あ
る 。 ５ １ １ は 表 示 領 域 ５ ０ １ の Ｙ 側 外 周 辺 、 ５ ２ １ は 表 示 領 域 ５ ０ １ の Ｘ 側 外 周 辺 、 Ａ は
後 述 す る 電 極 配 線 詳 細 部 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ６ に 示 す 液 晶 表 示 パ ネ ル の 断 面 図 は Ｃ Ｏ Ｇ 実 装 例 で 、 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 に 液 晶 表 示
パ ネ ル 駆 動 集 積 回 路 を 直 接 搭 載 し て あ る 。 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル ５ ０ ０ の 構 成 に お い て 、 ６
１ １ は 第 １ 基 板 、 ６ ２ １ は 第 ２ 基 板 、 ６ ０ １ は 液 晶 層 、 ６ １ ２ は 表 示 電 極 群 、 ６ ２ ２ は 対
向 電 極 、 ６ ２ ９ は カ ラ ー フ ィ ル タ 、 ６ ３ ０ は 信 号 線 駆 動 集 積 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル ５ ０ ０ の 第 １ 基 板 ６ １ １ と 第 ２ 基 板 ６ ２ １ は 透 明 な ガ ラ ス 基 板 で あ っ て
、 第 １ 基 板 ６ １ １ と 第 ２ 基 板 ６ ２ １ の 対 向 す る 面 の 第 １ 基 板 ６ １ １ 側 に は 表 示 電 極 群 ６ １
２ 、 第 ２ 基 板 ６ ２ １ に は カ ラ ー フ ィ ル タ ６ ２ ９ と 対 向 電 極 ６ ２ ２ を 設 け て あ り 、 こ の 表 示
電 極 群 ６ １ ２ と 対 向 電 極 ６ ２ ２ と の 間 に は 液 晶 層 ６ ０ １ を 挟 ん で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 第 １ 基 板 ６ １ １ 上 の 図 ５ で 図 示 し た 表 示 領 域 ５ ０ １ に は 表 示 電 極 群 ６ １ ２ を 形 成 し
て あ り 、 前 記 表 示 電 極 群 ６ １ ２ に は 後 述 す る 駆 動 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 表 示 電 極 を マ ト
リ ッ ク ス 型 に 配 置 し て あ る 。 そ し て 、 前 記 マ ト リ ッ ク ス 配 置 の 表 示 電 極 と 前 記 第 ２ 基 板 ６
２ １ の 対 向 電 極 ６ ２ ２ と の 重 な り が 画 素 を 形 成 し て い る 。 ま た 、 前 記 表 示 電 極 群 ６ １ ２ の
Ｙ 方 向 は Ｙ 配 線 電 極 領 域 ５ １ ３ を 介 し て Ｙ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ １ ６ で 信 号 線 駆 動 回 路 に
接 続 し て い る 。 同 様 に 、 前 記 表 示 電 極 群 ６ １ ２ の Ｘ 方 向 は Ｘ 配 線 電 極 領 域 ５ ２ ３ を 介 し て
Ｘ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ ２ ６ で 走 査 線 駆 動 回 路 接 に 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 図 ６ の 断 面 図 に お い て 、 第 １ 基 板 ６ １ １ 上 に は 表 示 電 極 群 ６ １ ２ か ら Ｘ 配 線 電 極
領 域 ５ ２ ３ を 経 由 し て Ｘ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ ２ ６ へ 導 通 す る 配 線 も 存 在 し て 走 査 線 駆 動
集 積 回 路 を 搭 載 し て あ る が 、 同 断 面 図 に は 図 示 し て い な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ７ は 従 来 技 術 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 配 線 図 を 示 し 、 図 ５ に お け る 電 極 配 線 詳 細 部 Ａ に 対
応 す る 。 図 ７ に お い て 表 示 電 極 群 ６ １ ２ は 複 数 の 信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ 等 お よ び 複 数 の
走 査 線 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 等 で あ り 、 そ の 交 点 に 設 け た ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ と 表 示 電 極 で 構 成 さ れ て い る 。 Ｙ 配 線 電 極 領 域 ５ １ ３ は Ｙ 第 １ 配 線 電 極 ７ １ ３ 、 Ｙ 第 ２
配 線 電 極 ７ １ ４ 、 Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 ７ １ ５ 等 で 構 成 さ れ 、 ま た 、 Ｙ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ １
６ は Ｙ 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ３ 、 Ｙ 第 ２ 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ４ 、 Ｙ 第 ３ 接 続 電 極 パ ッ ド
７ ２ ５ 等 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 信 号 線 Ｙ １ と Ｙ 第 １ 配 線 電 極 ７ １ ３ は Ｙ 側 外 周 辺 ５ １ １ で 接 続 し て Ｙ 第 １ 配 線 電 極 ７ １
３ を 介 し て Ｙ 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ３ へ と 導 通 接 続 し て い る 。 同 様 に 、 信 号 線 Ｙ ２ は Ｙ
第 ２ 配 線 電 極 ７ １ ４ を 介 し て Ｙ 第 ２ 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ４ に 導 通 接 続 し 、 信 号 線 Ｙ ３ は Ｙ
第 ３ 配 線 電 極 ７ １ ５ を 介 し て Ｙ 第 ３ 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ５ に 導 通 接 続 し て い る 。 走 査 線 Ｘ
１ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ も 同 様 に 、 Ｘ 側 外 周 辺 ５ ２ １ か ら Ｘ 配 線 電 極 領 域 ５ ２ ３ を 介 し て Ｘ 接 続 電
極 パ ッ ド 領 域 ５ ２ ６ に 各 々 導 通 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ８ ａ は 図 ７ に お け る 表 示 領 域 ５ ０ １ の 画 素 の 詳 細 平 面 図 を 示 す 。 す な わ ち 、 図 ８ ａ に
お い て 、 信 号 線 Ｙ １ と 走 査 線 Ｘ １ の 交 点 に は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ８ ０ １ と 表 示 電 極 ８ ０ ２ を
形 成 し て あ っ て 、 走 査 線 Ｘ １ で 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ８ ０ １ を 選 択 し た 期 間 に 信 号 線 Ｙ １ の 信
号 を 表 示 電 極 ８ ０ ２ に 導 通 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ８ ｂ は 図 ８ ａ に お け る 画 素 の 等 価 回 路 図 で あ っ て 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ８ ０ １ の ゲ ー ト
電 極 は 走 査 線 Ｘ １ に 、 ド レ イ ン 電 極 は 表 示 電 極 ８ ０ ２ に 、 ソ ー ス 電 極 は 信 号 線 Ｙ １ に 接 続
し て い る 。 表 示 電 極 ８ ０ ２ の 他 端 は 図 示 し て い な い が 、 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 電 極 と な っ て
い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ８ ｃ は 図 ８ ａ に お け る Ｃ １ － Ｃ ２ の 断 面 図 、 す な わ ち 画 素 の 断 面 図 で あ っ て 、 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ ８ ０ １ と 表 示 電 極 ８ ０ ２ の 断 面 構 造 を 示 す 。 そ の 構 造 は 、 第 １ 基 板 ６ １ １ 上 に
ゲ ー ト 電 極 ８ １ １ 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ １ ２ 、 半 導 体 層 ８ １ ３ 、 ド レ イ ン 電 極 ８ １ ４ お よ び ソ
ー ス 電 極 ８ １ ５ 、 保 護 絶 縁 膜 ８ １ ６ を 順 次 積 層 構 造 で 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 し 、 ド レ イ
ン 電 極 ８ １ ４ 上 の 保 護 絶 縁 膜 ８ １ ６ の 一 部 に 絶 縁 開 口 部 ８ １ ７ を 設 け て 、 こ の 絶 縁 開 口 部
８ １ ７ に 導 通 す る よ う に 表 示 電 極 ８ ０ ２ を 形 成 し て あ る 。 ゲ ー ト 電 極 ８ １ １ は 走 査 線 Ｘ １
の 一 部 で あ り 、 ソ ー ス 電 極 ８ １ ５ は 信 号 線 Ｙ １ の 一 部 で 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 般 的 に ゲ ー ト 電 極 ８ １ １ 、 ド レ イ ン 電 極 ８ １ ４ お よ び ソ ー ス 電 極 ８ １ ５ に は ア ル ミ ニ
ウ ム あ る い は タ ン タ ル な ど の 金 属 膜 を 使 用 し 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ １ ２ お よ び 保 護 絶 縁 膜 ８ １
６ に は 窒 化 シ リ コ ン 膜 、 半 導 体 層 ８ １ ３ に は ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン な ど 使 用 さ れ る 。 表 示
電 極 ８ ０ ２ に は 透 明 性 と 導 電 性 に 優 れ た Ｉ Ｔ Ｏ (Indium Tin Oxide)と 呼 ば れ る イ ン ジ ウ ム
と 錫 の 共 合 酸 化 物 が 使 用 さ れ る 。 す な わ ち 、 ゲ ー ト 電 極 ８ １ １ 、 ド レ イ ン 電 極 ８ １ ４ お よ
び ソ ー ス 電 極 ８ １ ５ に は 導 電 性 に 優 れ た 金 属 材 料 が 使 用 さ れ て い て 、 走 査 線 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、
Ｘ ３ 等 は ゲ ー ト 電 極 ８ １ １ と 同 一 工 程 同 一 材 料 で 形 成 し 、 信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ 等 は ド
レ イ ン 電 極 ８ １ ４ お よ び ソ ー ス 電 極 ８ １ ５ と 同 一 工 程 同 一 材 料 で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 図 ７ に お け る Ｙ 配 線 電 極 領 域 ５ １ ３ 、 Ｙ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ １ ６ お よ び Ｘ 配 線
電 極 領 域 ５ ２ ３ 、 Ｘ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ ２ ６ の 各 電 極 は 、 一 般 的 に は 前 記 表 示 領 域 ５ ０
１ を 形 成 し た 後 に Ｘ 側 外 周 辺 ５ ２ １ に 位 置 す る 走 査 線 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 等 の 端 部 、 お よ び
Ｙ 側 外 周 辺 ５ １ １ に 位 置 す る 信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ 等 の 端 部 に 絶 縁 開 口 部 を 設 け 、 改 め
て Ｙ 配 線 電 極 領 域 ５ １ ３ 、 Ｙ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ １ ６ お よ び Ｘ 配 線 電 極 領 域 ５ ２ ３ 、 Ｘ
接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ ２ ６ の 各 電 極 を 導 電 性 に 優 れ た ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 金 属 材 料 で 形 成
す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ 、 図 ６ 、 図 ７ お よ び 図 ８ ａ 、 図 ８ ｂ 、 図 ８ ｃ に も と づ い て 説 明 し た 従 来 の 液 晶 表 示
パ ネ ル 構 造 に お い て は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 高 密 度 化 、 す な わ ち 画 素 の 細 密 化 を 行 う と 電 極
配 置 が 平 面 構 造 で あ る こ と か ら 当 然 画 素 間 隔 は 狭 小 と な り 、 こ の 結 果 、 画 素 か ら 液 晶 表 示
パ ネ ル の 外 周 へ 引 き 出 す 配 線 電 極 は 細 ピ ッ チ と な り 、 こ れ に 接 続 す る 接 続 電 極 パ ッ ド 幅 も
配 線 電 極 と 同 様 に 狭 小 と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 し か し 液 晶 表 示 パ ネ ル 駆 動 集 積 回 路 を 接 続 す る 接 続 電 極 パ ッ ド 幅 は 可 能 な 限 り 大 き い こ
と が 望 ま し い こ と は 先 に 述 べ た 通 り で あ る 。 こ こ で は 従 来 技 術 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 構 造 に お
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け る 接 続 電 極 パ ッ ド 幅 の 拡 大 手 法 を 以 下 の 図 ７ に お け る 表 示 領 域 ５ ０ １ の 隣 接 す る 信 号 線
Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ の ３ 本 を １ 組 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 Ｙ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ １ ６ に は 、 前 記 信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ に 対 応 し て 第 １ 接
続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ３ 、 第 ２ 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ４ 、 第 ３ 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ５ を 設 け 、 こ
れ ら の 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ３ 、 ７ ２ ４ 、 ７ ２ ５ は 各 々 前 記 Ｙ 配 線 電 極 領 域 ５ １ ３ に 設 け た
第 １ 配 線 電 極 ７ １ ３ 、 第 ２ 配 線 電 極 ７ １ ４ 、 第 ３ 配 線 電 極 ７ １ ５ に よ り 前 記 配 線 電 極 群 ６
１ ２ の 信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 同 様 に 、 前 記 表 示 領 域 ５ ０ １ の 隣 接 す る 走 査 線 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ を １ 組 と し た 場 合 、 こ
れ ら の 走 査 線 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ に 対 応 し て Ｘ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ ２ ６ の 各 接 続 電 極 パ ッ
ド は 前 記 Ｘ 配 線 電 極 領 域 ５ ２ ３ に 設 け た 各 配 線 電 極 に よ り 前 記 配 線 電 極 群 ６ １ ２ の 走 査 線
Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ に 各 々 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し か し こ れ ら の 隣 接 す る 信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ に 対 応 す る 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ３ 、 ７
２ ４ 、 ７ ２ ５ を 前 記 表 示 領 域 ５ ０ １ の Ｙ 側 外 周 辺 ５ １ １ に 対 し て 平 行 に 並 べ た 場 合 に は 、
隣 接 す る 接 続 電 極 パ ッ ド 同 士 が 接 触 し な い よ う に 各 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ３ 、 ７ ２ ４ 、 ７ ２
５ の 幅 は 各 信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ の 間 隔 と 同 じ か 前 記 各 信 号 線 の 間 隔 幅 以 下 に 狭 く す る
必 要 が あ り 、 画 素 の 細 密 化 を 行 う と 液 晶 表 示 パ ネ ル 駆 動 集 積 回 路 の 接 続 に 必 要 な 接 続 電 極
パ ッ ド 幅 を 確 保 で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ７ の Ｙ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ １ ６ は 、 こ の 問 題 を 解 決 す る た め の 従 来 技 術 に よ る 接 続
電 極 パ ッ ド の 配 置 を 示 す も の で 、 前 記 表 示 領 域 ５ ０ １ の Ｙ 側 外 周 辺 ５ １ １ に 対 し て 符 号 Ｖ
Ｙ お よ び 矢 印 で 示 す 直 交 方 向 に 、 前 記 １ 組 の 接 続 電 極 パ ッ ド で あ る 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド ７
２ ３ と 第 ３ 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ５ は 前 記 表 示 領 域 ５ ０ １ に 近 い 位 置 に 、 中 央 の 第 ２ 接 続 電
極 パ ッ ド ７ ２ ４ は 前 記 表 示 領 域 ５ ０ １ よ り 遠 い 位 置 に 交 互 に 配 置 し 、 前 記 第 ２ 接 続 電 極 パ
ッ ド ７ ２ ４ へ の 配 線 電 極 ７ １ ４ は 前 期 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ３ お よ び 第 ３ 接 続 電 極 パ ッ
ド ７ ２ ５ の 間 に 配 置 す る 。 い わ ゆ る 千 鳥 配 置 で あ る 。 こ の 結 果 、 前 記 １ 組 の 信 号 線 Ｙ １ 、
Ｙ ２ 、 Ｙ ３ の 範 囲 幅 ５ １ ６ ａ に お い て 接 続 電 極 パ ッ ド の 幅 を 表 示 電 極 の 幅 よ り 広 く す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 上 記 説 明 に お い て は 隣 接 す る 信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ を １ 組 と す る 接 続 電 極 の 範
囲 ５ １ ６ ａ に つ い て の 千 鳥 配 置 を 説 明 し た が 、 隣 接 す る １ 組 の 接 続 電 極 の 範 囲 ５ １ ６ ｂ は
Ｙ 側 外 周 辺 ５ １ １ に 対 し て 直 交 方 向 の 接 続 電 極 パ ッ ド 配 置 が 逆 転 す る 。 し か し 、 隣 り 合 っ
た 接 続 電 極 パ ッ ド で 見 れ ば 同 じ Ｙ 側 外 周 辺 ５ １ １ に 対 し て 直 交 方 向 に 、 １ 個 お き に 交 互 に
配 置 し た 千 鳥 配 置 の 構 成 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 か く し て 、 図 ７ に 示 す 如 く 前 記 表 示 電 極 群 ６ １ ２ の す べ て の 信 号 線 に 対 応 す る 接 続 電 極
パ ッ ド を 表 示 領 域 ５ ０ １ の Ｙ 側 外 周 辺 ５ １ １ に 対 し て 直 交 方 向 に 、 １ 個 お き に 交 互 に 配 置
す る こ と で 、 前 記 Ｙ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ １ ６ の す べ て の 接 続 電 極 パ ッ ド が 千 鳥 配 置 さ れ
る も の で あ る 。 同 様 に 走 査 線 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ に つ い て も 前 記 Ｘ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ ２
６ の す べ て の 接 続 電 極 パ ッ ド を 前 記 表 示 領 域 ５ ０ １ の Ｘ 側 外 周 辺 ５ ２ １ に 対 し て １ 個 お き
に 交 互 に 配 置 す る こ と で 、 前 記 Ｘ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ ２ ６ の す べ て の 接 続 電 極 パ ッ ド が
千 鳥 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 す な わ ち 、 従 来 技 術 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 接 続 電 極 パ ッ ド は 、 表 示 領 域 ５ ０ １ に 近 い 位 置
と 表 示 領 域 ５ ０ １ よ り 遠 い 位 置 に 、 配 線 電 極 １ 本 毎 に 接 続 電 極 パ ッ ド を 交 互 に 配 置 す る 千
鳥 配 置 と し て 、 表 示 領 域 ５ ０ １ に 近 い 接 続 電 極 パ ッ ド の 間 を 表 示 領 域 ５ ０ １ よ り 遠 い 接 続
電 極 パ ッ ド へ の 接 続 電 極 を 通 す こ と で 、 各 接 続 電 極 パ ッ ド を 前 記 表 示 領 域 ５ ０ １ の 外 周 辺
に 対 し て 平 行 に 並 べ た 場 合 よ り 広 い 接 続 電 極 パ ッ ド 幅 を 確 保 す る 構 成 が 取 ら れ て い た 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ９ ６ ７ ０ ３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 し か し 、 図 ７ に 示 す 千 鳥 配 置 さ れ た 接 続 電 極 パ ッ ド に お い て も 、 接 続 電 極 パ ッ ド を 表 示
領 域 ５ ０ １ の 外 周 辺 に 対 し て 平 行 に 並 べ た 場 合 に 比 べ る と 、 前 記 千 鳥 配 置 さ れ た 場 合 の 接
続 電 極 パ ッ ド の 幅 は 前 記 平 行 に 並 べ た 場 合 の 接 続 電 極 パ ッ ド 幅 の １ ． ５ 倍 以 下 に し か な ら
な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の こ と を 図 ７ に よ り 説 明 す る と 、 Ｙ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ １ ６ ａ 、 ５ １ ６ ｂ に お い て
、 前 記 １ 組 の 信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ に 対 応 す る 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ３ 、 ７ ２ ４ 、 ７ ２ ５
の 占 め る こ と が で き る 幅 ５ １ ６ ａ は 、 前 記 信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ の 幅 、 す な わ ち 前 記 各
信 号 線 間 隔 ３ 個 分 の 幅 で あ り 、 表 示 領 域 ５ ０ １ に 近 い 位 置 に 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ３ と ７ ２
５ の ２ 個 を 並 べ 、 表 示 領 域 ５ ０ １ よ り 遠 い 位 置 に 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ４ を 配 置 す る 千 鳥 配
置 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 従 っ て 、 表 示 領 域 ５ ０ １ に 近 い 位 置 に 配 置 す る 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ３ と ７ ２ ５ の 確 保 で
き る 最 大 電 極 幅 は 前 記 信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ の 間 隔 ３ 個 分 の 幅 を ２ 等 分 し た 幅 、 す な わ
ち 前 記 信 号 線 １ 個 の 間 隔 の １ ． ５ 倍 で あ る が 、 実 際 に は 信 号 線 Ｙ ２ と 表 示 領 域 ５ ０ １ よ り
遠 い 位 置 の 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ４ を 接 続 す る 配 線 電 極 ７ １ ４ を 前 記 表 示 領 域 ５ ０ １ に 近 い
位 置 の 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ３ と ７ ２ ５ の 間 を 通 す 配 線 ス ペ ー ス 確 保 が 必 要 な こ と か ら 前 記
接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ３ と ７ ２ ５ の 幅 は 前 記 信 号 線 １ 個 の 間 隔 の １ ． ５ 倍 に は 満 た な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 高 密 度 化 、 す な わ ち 画 素 の 細 密 化 を 実 施 す る と 前 記 信 号 線 Ｙ １
、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ 等 の 間 隔 が 狭 小 と な る ば か り で な く 、 線 間 絶 縁 確 保 の た め 前 記 表 示 領 域 ５ ０
１ に 近 い 位 置 の 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ３ と ７ ２ ５ 間 を 通 す 前 記 配 線 電 極 ７ ２ ４ の 配 線 ス ペ ー
ス の 占 め る 割 合 が 増 加 す る の で 前 記 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ３ と ７ ２ ５ 等 の 電 極 パ ッ ド 幅 は さ
ら に 狭 小 と な り 、 前 述 の 接 続 電 極 パ ッ ド を 表 示 領 域 ５ ０ １ の 外 周 辺 に 対 し て 平 行 に 並 べ た
場 合 と の 優 位 さ が な く な る 場 合 も あ っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 接 続 電 極 パ ッ ド に 液 晶 表 示 パ ネ ル 駆 動 集 積 回 路 の 電 気 的 接 続 を 行 う に は 、 接 続 電
極 パ ッ ド の 大 き さ が 一 定 面 積 以 上 な い と 電 気 的 接 続 の 信 頼 性 は 確 保 で き な い 。 こ の た め 、
前 記 接 続 電 極 パ ッ ド ７ ２ ３ 、 ７ ２ ４ 等 の 電 極 パ ッ ド の 形 状 は 接 続 電 極 パ ッ ド 幅 が 狭 小 な 分
だ け 前 記 表 示 領 域 ５ ０ １ の Ｙ 側 外 周 辺 ５ １ １ に 対 し て 直 交 方 向 に 長 さ を 大 き く し て 面 積 を
確 保 す る 必 要 が あ っ た 。 こ の 結 果 、 画 素 の 細 密 化 に 伴 い 接 続 電 極 パ ッ ド の 形 状 が 極 端 に 細
長 い 長 方 形 と な っ て し ま い 、 こ の 形 状 の 悪 さ が 液 晶 表 示 パ ネ ル 駆 動 集 積 回 路 と の 電 気 的 接
続 を 行 う 上 で 信 頼 性 を 損 な う と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 目 的 は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に Ｔ Ｆ Ｔ 、 す な わ ち 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を
使 用 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル に お い て 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 形 成 し た 後 に 改 め て 前 記 液 晶
表 示 パ ネ ル の 表 示 領 域 周 辺 部 に 設 け る 配 線 電 極 と 接 続 電 極 パ ッ ド を 形 成 す る 工 程 を 省 き 、
前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 画 素 ピ ッ チ 細 密 化 に も 拘 わ ら ず 接 続 電 極 パ ッ ド の 幅 広 を 確 保 で き て
、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 高 密 度 化 に 伴 う 狭 小 画 素 ピ ッ チ に 起 因 す る 配 線 電 極 間 の 絶 縁 不 良
を 防 ぎ 、 液 晶 表 示 パ ネ ル 駆 動 の 電 気 的 特 性 に も 優 れ 、 液 晶 表 示 パ ネ ル 駆 動 集 積 回 路 設 計 の
容 易 さ も 兼 ね 備 え た 信 頼 性 の 高 い 高 密 度 化 液 晶 表 示 パ ネ ル を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 第 １ の 基 板 と 第 ２ の 基 板 の 間 隙
に 液 晶 層 を 有 し 、 前 記 第 １ の 基 板 上 に は ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 有 す る 表 示 電 極 を 設 け 、 前 記
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第 ２ の 基 板 上 に 設 け る 対 向 電 極 と の 重 な り 部 を 画 素 部 と し て 表 示 領 域 を 形 成 し 、 前 記 ス イ
ッ チ ン グ 素 子 は 配 線 電 極 を 介 し て 接 続 電 極 パ ッ ド に 接 続 す る 液 晶 表 示 パ ネ ル に お い て 、 前
記 配 線 電 極 と 接 続 電 極 パ ッ ド 上 に は 絶 縁 膜 を 形 成 す る と と も に 前 記 接 続 電 極 パ ッ ド 上 の 絶
縁 膜 に 開 口 部 を 設 け 、 か つ 前 記 配 線 電 極 と 接 続 パ ッ ド 上 に 形 成 さ れ た 絶 縁 膜 は 、 前 記 ス イ
ッ チ ン グ 素 子 を 構 成 す る 絶 縁 膜 、 ま た は 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 保 護 膜 と 同 一 の 絶 縁 膜 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 液 晶 パ ネ ル は 表 示 領 域 に 設 け る ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ を 形 成 す る 絶 縁 膜 と 前 記 液 晶 パ ネ ル の 周 辺 部 に 設 け る 配 線 電 極 と 接 続 電 極 パ ッ ド 上 の 絶
縁 膜 を 同 一 工 程 と 同 一 材 料 で 形 成 す る た め 、 工 程 の 簡 略 化 に よ る 製 造 コ ス ト の 低 減 と 液 晶
表 示 パ ネ ル の 高 密 度 化 に 伴 う 配 線 電 極 あ る い は 接 続 電 極 パ ッ ド 間 の 絶 縁 不 良 を 防 ぐ こ と が
出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 ゲ ー ト 電 極 （ Ｇ 電 極 ） と ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 半 導 体 層 と ソ ー ス 電
極 （ Ｓ 電 極 ） と ド レ イ ン 電 極 （ Ｄ 電 極 ） と を 有 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 液 晶 パ ネ ル に 使 用 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子 は Ｆ Ｅ Ｔ (Field Effect Tr
ansistor)型 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で あ り 、 前 記 配 線 電 極 と 接 続 電 極 を 同 時 形 成 す る の に 適
し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 記 接 続 電 極 パ ッ ド は 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の Ｇ 電 極 、 Ｓ 電 極 、 Ｄ 電 極 の 何 れ か と 同
一 材 料 で 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 液 晶 パ ネ ル の 配 線 電 極 と 接 続 電 極 材 料 は 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 形
成 す る い ず れ か の 材 料 と 同 一 材 料 で あ る か ら 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 前 記 配 線 電 極 あ る い
は 接 続 電 極 を 同 時 形 成 に よ り 、 前 記 液 晶 パ ネ ル の 表 示 領 域 と 前 記 配 線 電 極 あ る い は 接 続 電
極 を 接 続 す る 開 口 部 の 数 を 減 ず る こ と が で き る の で 、 開 口 部 の 占 め る 面 積 の 削 減 と 接 続 箇
所 削 減 に よ り 信 頼 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 記 絶 縁 膜 の 接 続 電 極 パ ッ ド 上 開 口 部 に 形 成 さ れ る 、 バ ン プ 形 成 の た め の パ ッ ド 被 覆 電
極 が 、 前 記 表 示 電 極 と 同 一 材 料 で 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 液 晶 パ ネ ル の 接 続 電 極 パ ッ ド は 前 記 接 続 電 極 パ ッ ド 最 上 部 の 被 覆 電
極 が 前 記 表 示 電 極 と 同 一 材 料 で あ る こ と か ら バ ン プ 形 成 の た め の パ ッ ド 被 覆 電 極 を 前 記 表
示 電 極 と 同 じ 工 程 で 同 じ 材 料 を 用 い て 形 成 で き る の で 、 特 別 に 工 程 を 設 け る 必 要 が 無 く 、
製 造 工 程 上 有 利 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 前 記 配 線 電 極 は 、 前 記 Ｇ 電 極 と 同 一 材 料 で 形 成 さ れ 、 前 記 接 続 電 極 パ ッ ド は 、 Ｓ 電 極 、
Ｇ 電 極 、 Ｄ 電 極 の 何 れ か と 同 一 材 料 で 形 成 さ れ 、 さ ら に 配 線 電 極 は ゲ ー ト 絶 縁 膜 で 被 覆 さ
れ 、 前 記 接 続 電 極 パ ッ ド は ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 保 護 膜 で 被 覆 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 す な わ ち 、 配 線 電 極 は ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 形 成 す る 初 期 の ゲ ー ト 形 成 工 程 で 同 時 形 成 し
て そ の 上 面 を 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ゲ ー ト 絶 縁 膜 で 覆 っ た 上 に 接 続 電 極 パ ッ ド を 形 成 す
る た め 、 配 線 電 極 と 接 続 電 極 パ ッ ド を 重 ね て 形 成 す る こ と が 出 来 る の で 、 前 記 接 続 電 極 パ
ッ ド は 前 記 配 線 電 極 領 域 ま で 面 積 を 広 げ る こ と が 出 来 る 。 か つ 、 前 記 接 続 電 極 パ ッ ド を 前
記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 保 護 膜 で 被 覆 す る こ と で 隣 接 す る 接 続 電 極 パ ッ ド 同 士 あ る い は 前 記
配 線 電 極 と の 接 続 部 の 絶 縁 不 良 を 少 な く で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 １ の 基 板 と 第 ２ の 基 板 の 間 隙 に 液 晶 層 を 有 し 、 前 記 第 １ の 基 板 上 に は ス イ ッ チ ン グ 素
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子 を 有 す る 表 示 電 極 を 設 け 、 前 記 第 ２ の 基 板 上 に 設 け る 対 向 電 極 と の 重 な り 部 を 画 素 部 と
し て 表 示 領 域 を 形 成 し 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 配 線 電 極 を 介 し て 接 続 電 極 パ ッ ド に 接 続
す る 液 晶 表 示 パ ネ ル に お い て 、 前 記 画 素 部 の 隣 接 す る 複 数 の 表 示 電 極 を １ 組 と し 、 該 １ 組
の 表 示 電 極 に 対 応 す る 複 数 の 接 続 電 極 パ ッ ド を 前 記 表 示 領 域 の 外 周 辺 に 対 し て 直 行 方 向 に
直 列 配 置 し 、 前 記 表 示 領 域 か ら 遠 い 接 続 電 極 パ ッ ド に 接 続 さ れ る 配 線 電 極 は 、 表 示 領 域 に
近 い 接 続 電 極 パ ッ ド と 平 面 的 に 重 な る 部 分 を 有 し 、 前 記 配 線 電 極 と 接 続 電 極 パ ッ ド 上 に は
絶 縁 膜 を 形 成 す る と と も に 前 記 接 続 電 極 パ ッ ド 上 の 絶 縁 膜 に 開 口 部 を 設 け 、 か つ 前 記 配 線
電 極 と 接 続 電 極 パ ッ ド 上 に 形 成 さ れ た 絶 縁 膜 は 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 構 成 す る 絶 縁 膜
、 ま た は 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 保 護 膜 と 同 一 の 絶 縁 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 す な わ ち 、 前 記 １ 組 の 表 示 電 極 に 対 応 す る 接 続 電 極 パ ッ ド を 表 示 領 域 の 外 周 辺 に 対 し て
直 交 方 向 に 直 列 配 置 す る の で 前 記 接 続 電 極 パ ッ ド の 幅 は 前 記 １ 組 の 表 示 電 極 幅 ま で 広 げ る
こ と が で き 、 前 記 接 続 電 極 パ ッ ド の 直 交 方 向 に 対 す る 配 置 は 自 由 度 が あ り 、 か つ 隣 接 す る
前 記 配 線 電 極 あ る い は 接 続 電 極 パ ッ ド 間 の 絶 縁 を ス イ ッ チ ン グ 素 子 形 成 と 同 時 に 形 成 で き
る 利 点 が あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｔ Ｆ Ｔ 液 晶 パ ネ ル の 表 示 領 域 に 設 け る ス イ ッ チ ン グ 素 子 の
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 す る 工 程 お よ び 材 料 と 、 前 記 液 晶 パ ネ ル 周 辺 部 に 設 け る 配 線 電 極
と 接 続 電 極 パ ッ ド お よ び 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 お よ び 材 料 の 全 部 も し く は 一 部 を 同 一 に す
る こ と で 、 工 程 の 簡 略 化 に よ る 製 造 コ ス ト の 低 減 と 液 晶 表 示 パ ネ ル の 高 密 度 化 に 伴 う 配 線
電 極 あ る い は 接 続 電 極 パ ッ ド 間 の 絶 縁 不 良 を 防 ぐ こ と が 出 来 る 。 ま た 、 配 線 電 極 と 接 続 電
極 パ ッ ド と の 間 に 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 同 じ 絶 縁 膜 を 配 置 し 、 配 線 電 極 と 接 続 電 極 パ ッ ド
と を 平 面 的 に 重 ね て 形 成 す る こ と で １ 組 の 表 示 電 極 に 対 応 す る 接 続 電 極 パ ッ ド は 画 素 ピ ッ
チ の ２ 倍 以 上 の 幅 広 を 確 保 で き 、 か つ 、 接 続 電 極 パ ッ ド を 表 示 領 域 の 外 周 辺 に 対 し て 直 交
方 向 に 直 列 配 置 す る こ と で 、 長 手 方 向 、 す な わ ち 表 示 領 域 側 外 周 辺 対 す る 直 交 方 向 に 対 し
て も 自 由 度 が あ る 液 晶 表 示 パ ネ ル を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 に も と づ い て 説 明 す る 。 本 発 明 の 液 晶 表 示 パ ネ ル
の 基 本 構 造 は 図 ５ の 平 面 図 、 図 ６ の 断 面 図 、 図 ７ の 配 線 図 、 図 ８ ａ の 画 素 の 詳 細 形 平 面 図
、 図 ８ ｂ の 画 素 の 等 価 回 路 図 、 図 ８ ｃ の 画 素 の 断 面 図 に も と づ い て 説 明 を 行 っ た 従 来 技 術
の 液 晶 表 示 パ ネ ル と 共 通 し て い る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ ａ 、 図 ３ ｂ 、 図 ３ ｃ は 本 発 明 の 実 施 例 で あ り 、 図 １ は 液 晶 表 示 パ ネ ル
の 詳 細 配 線 図 で あ っ て 、 図 ５ に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル の Ａ 部 の 詳 細 配 線 図 で あ る 。 図 ２ は
図 １ に 示 す 本 発 明 の 配 線 電 極 と 接 続 電 極 パ ッ ド 構 造 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ ａ 、 図 ３ ｂ 、 図
３ ｃ は 図 １ の 液 晶 表 示 パ ネ ル 詳 細 配 線 図 に お け る 接 続 電 極 パ ッ ド の Ｄ １ － Ｄ ２ 、 Ｅ １ － Ｅ
２ 、 Ｆ １ － Ｆ ２ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ に お い て 、 表 示 領 域 ５ ０ １ の 画 素 部 は 図 ８ ａ 、 図 ８ ｂ 、 図 ８ ｃ に 図 示 し た よ う に 、
表 示 電 極 群 ６ １ ２ の 複 数 の 信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ 等 と 走 査 線 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 等 、 お よ
び 前 記 信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ 等 お よ び 前 記 走 査 線 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 等 の 交 点 に 設 け た ス
イ ッ チ ン グ 素 子 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ８ ０ １ と 表 示 電 極 ８ ０ ２ で 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、
信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ 等 は 図 ８ ｃ に 図 示 し た ご と く 、 ソ ー ス 電 極 ８ １ ５ と 同 じ 材 料 で 形
成 し て あ り 、 走 査 線 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 等 は ゲ ー ト 電 極 ８ １ １ と 同 じ 材 料 で 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 Ｙ 配 線 電 極 領 域 ５ １ ３ は Ｙ 第 １ 配 線 電 極 １ １ ３ 、 Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 １ １ ４ 、 Ｙ 第 ３ 配 線 電
極 １ １ ５ 等 で 構 成 さ れ て い て 、 後 述 の よ う に こ れ ら 配 線 電 極 は ゲ ー ト 電 極 材 料 と ソ ー ス 電
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極 材 料 を 交 互 に 配 線 電 極 材 料 と し て 使 用 し て い る 。 ま た 、 Ｙ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ １ ６ は
Ｙ 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ３ 、 Ｙ 第 ２ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ４ 、 Ｙ 第 ３ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２
５ 等 で 構 成 さ れ て い て 、 後 述 の よ う に 表 示 電 極 と 同 じ 材 料 を 接 続 電 極 パ ッ ド 材 料 と し て 使
用 し て い る 。 そ し て 、 信 号 線 Ｙ １ と Ｙ 第 １ 配 線 電 極 １ １ ３ は Ｙ 側 外 周 辺 ５ １ １ で 接 続 し て
Ｙ 第 １ 配 線 電 極 １ １ ３ を 介 し て Ｙ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ １ ６ の Ｙ 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２
３ へ と 導 通 接 続 し て い る 。 同 様 に 信 号 線 Ｙ ２ は Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 １ １ ４ を 介 し て Ｙ 第 ２ 接 続
電 極 パ ッ ド １ ２ ４ に 導 通 接 続 し 、 信 号 線 Ｙ ３ は Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５ を 介 し て Ｙ 第 ３ 接 続
電 極 パ ッ ド １ ２ ５ に 導 通 接 続 し て い る 。 走 査 線 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ も 同 様 に Ｘ 側 外 周 辺 ５ ２
１ と Ｘ 配 線 電 極 領 域 ５ ２ ３ を 介 し て Ｘ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ ２ ６ に 各 々 導 通 接 続 し て い る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 表 示 領 域 ５ ０ １ の 画 素 構 成 は 従 来 の 液 晶 表 示 パ ネ ル と 同 じ 積
層 構 造 で あ り 、 図 ８ ｃ に 図 示 し た ご と く ゲ ー ト 電 極 ８ １ １ 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ １ ２ 、 半 導 体
層 ８ １ ３ 、 ド レ イ ン 電 極 ８ １ ４ お よ び ソ ー ス 電 極 ８ １ ５ 、 保 護 絶 縁 膜 ８ １ ６ 、 表 示 電 極 ８
０ ２ の 順 に 各 層 を 形 成 し て あ る 。 従 っ て 、 ゲ ー ト 電 極 ８ １ １ 、 ド レ イ ン 電 極 ８ １ ４ お よ び
ソ ー ス 電 極 ８ １ ５ 、 表 示 電 極 ８ ０ ２ の 各 層 間 は ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ １ ２ あ る い は 、 保 護 絶 縁 膜
８ １ ６ が 介 在 し て い る た め 、 前 記 ゲ ー ト 電 極 ８ １ １ 、 ド レ イ ン 電 極 ８ １ ４ あ る い は ソ ー ス
電 極 ８ １ ５ 、 表 示 電 極 ８ ０ ２ の 各 層 間 を 接 続 す る に は 絶 縁 開 口 部 ８ １ ７ に 示 し た よ う な 、
い わ ゆ る コ ン タ ク ト ホ ー ル を 設 け て 導 通 接 続 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 下 は 信 号 線 Ｙ １ の 系 統 に つ い て の 詳 細 な 説 明 で あ る 。 表 示 電 極 群 ６ １ ２ の 信 号 線 の ひ
と つ で あ る Ｙ １ は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ８ ０ １ の ソ ー ス 電 極 ８ １ ５
と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 形 成 す る こ と は 先 に 述 べ た 通 り で あ る 。 し か る に 、 本 発 明 で
は 、 Ｙ 第 １ 配 線 電 極 １ １ ３ は ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ８ ０ １ の ゲ ー ト 電
極 ８ １ １ と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 形 成 し て あ り 、 Ｙ 側 外 周 辺 ５ １ １ に お い て 信 号 線 Ｙ
１ と Ｙ 第 １ 配 線 電 極 １ １ ３ は 接 続 開 口 部 を 通 じ て 導 通 接 続 し て あ る 。 ま た 、 Ｙ 第 １ 接 続 電
極 パ ッ ド １ ２ ３ は 表 示 電 極 ８ ０ ２ と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 形 成 し て あ り 、 Ｙ 第 １ 配 線
電 極 １ １ ３ と は 絶 縁 開 口 部 １ ３ ３ を 通 じ て 導 通 接 続 し て あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 信 号 線 Ｙ ２ の 系 統 の 詳 細 な 説 明 で あ る 。 信 号 線 Ｙ ２ も ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ ８ ０ １ の ソ ー ス 電 極 ８ １ ５ と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 形 成 す る が 、 Ｙ 第 ２
配 線 電 極 １ １ ４ は Ｙ 第 １ 配 線 電 極 １ １ ３ と は 異 な り ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ ８ ０ １ の ソ ー ス 電 極 ８ １ ５ と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 形 成 す る 。 従 っ て 、 Ｙ 側 外 周
辺 ５ １ １ に お い て は 信 号 線 Ｙ ２ と Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 １ １ ４ は そ の ま ま 同 一 層 で 形 成 す る た め
、 改 め て 導 通 接 続 の 必 要 は な い 。 Ｙ 第 ２ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ４ は 表 示 電 極 ８ ０ ２ と 同 じ 材
料 お よ び 同 じ 工 程 で 形 成 し 、 Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 １ １ ４ と は 絶 縁 開 口 部 を 通 じ て 導 通 接 続 し て
あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 信 号 線 Ｙ ３ の 系 統 は 信 号 線 Ｙ １ の 系 統 と 同 じ で あ り 、 Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５ は ス イ ッ チ
ン グ 素 子 で あ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ８ ０ １ の ゲ ー ト 電 極 ８ １ １ と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で
形 成 し て あ り 、 Ｙ 側 外 周 辺 ５ １ １ に お い て 信 号 線 Ｙ ３ と Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５ は 接 続 開 口
を 通 じ て 導 通 接 続 し て あ る 。 ま た 、 Ｙ 第 ３ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ５ も 表 示 電 極 ８ ０ ２ と 同 じ
材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 形 成 し 、 Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５ と は 絶 縁 開 口 部 を 通 じ て 導 通 接 続 し
て あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 す な わ ち 、 表 示 電 極 群 ６ １ ２ の 信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ を １ 組 と す る 接 続 電 極 の 範 囲 ５
１ ６ ａ の 配 線 電 極 は Ｙ 第 １ 配 線 電 極 １ １ ３ と Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５ が ゲ ー ト 電 極 ８ １ １ と
同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 形 成 し て あ り 、 Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 １ １ ４ は ソ ー ス 電 極 ８ １ ５ と 同
じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 形 成 し て あ る 。 さ ら に 、 隣 接 す る も う １ 組 の 接 続 電 極 に お け る 範
囲 ５ １ ６ ｂ の 配 線 電 極 も 順 序 は 逆 転 す る が 、 ゲ ー ト 電 極 ８ １ １ と ソ ー ス 電 極 ８ １ ５ と 同 じ
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材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 交 互 に 形 成 し て あ る 。 つ ま り 、 隣 り 合 っ た 配 線 電 極 で 見 れ ば １ 本 お
き に ゲ ー ト 電 極 ８ １ １ あ る い は ソ ー ス 電 極 ８ １ ５ と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 交 互 に 形 成
し て あ る 。 走 査 線 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 側 の Ｘ 配 線 電 極 領 域 ５ ２ ３ も 同 様 に ３ 本 を １ 組 と し て
１ 本 お き に ゲ ー ト 電 極 ８ １ １ あ る い は ソ ー ス 電 極 ８ １ ５ と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 交 互
に 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に Ｙ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ １ ６ に つ い て 説 明 す る 。 Ｙ 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ３ 、 Ｙ
第 ２ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ４ 、 Ｙ 第 ３ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ５ は 先 に 説 明 し た よ う に 、 表 示 電
極 ８ ０ ２ と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 形 成 す る 透 明 導 電 電 極 で あ り 、 前 記 表 示 領 域 ５ ０ １ の
Ｙ 側 外 周 辺 ５ １ １ に 対 し て 符 号 Ｖ Ｙ お よ び 矢 印 で 示 す 直 交 方 向 に 、 前 記 １ 組 の 接 続 電 極 パ
ッ ド で あ る Ｙ 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ３ 、 Ｙ 第 ２ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ４ 、 Ｙ 第 ３ 接 続 電 極
パ ッ ド １ ２ ５ の 順 で 、 前 記 表 示 領 域 ５ ０ １ よ り 近 い 位 置 か ら 遠 い 位 置 に 直 列 に 配 置 し て あ
る 。 そ し て 、 各 接 続 電 極 パ ッ ド の 長 さ は す べ て 等 し く 、 か つ 前 記 接 続 電 極 の 範 囲 ５ １ ６ ａ
、 つ ま り 信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ の 占 め る 幅 内 に お い て 各 接 続 電 極 パ ッ ド の 幅 は す べ て 等
し く し て あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 従 っ て 、 Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 １ １ ４ は Ｙ 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ３ の 下 面 を 通 っ て Ｙ 第 ２ 接
続 電 極 パ ッ ド １ ２ ４ と 接 続 す る 構 造 と な る 。 ま た 、 Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５ は Ｙ 第 １ 接 続 電
極 パ ッ ド １ ２ ３ と Ｙ 第 ２ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ４ の 下 面 を 通 っ て Ｙ 第 ３ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２
５ と 接 続 す る 構 造 と な る 。 こ の 配 線 電 極 と 接 続 電 極 パ ッ ド の 構 造 を 図 ２ の 斜 視 図 に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ２ に お い て 、 ２ １ １ は 図 ８ で 図 示 し た ゲ ー ト 電 極 ８ １ １ と 同 じ 工 程 同 じ 材 料 の 電 極 層
、 以 下 同 様 に ２ １ ２ は ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ １ ２ と 同 じ 工 程 同 じ 材 料 の 絶 縁 膜 層 、 ２ １ ４ は ソ ー
ス 電 極 ８ １ ５ と 同 じ 工 程 同 じ 材 料 の 電 極 層 、 ２ １ ６ は 保 護 絶 縁 膜 ８ １ ６ と 同 じ 工 程 同 じ 材
料 の 絶 縁 膜 層 、 ２ ０ ２ は 表 示 電 極 ８ ０ ２ と 同 じ 工 程 同 じ 材 料 の 電 極 層 で あ っ て 、 Ｙ 第 １ 配
線 電 極 １ １ ３ と Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５ は 電 極 層 ２ １ １ に 形 成 し 、 前 記 Ｙ 第 １ 配 線 電 極 １ １
３ と Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５ 上 に 絶 縁 膜 層 ２ １ ２ を 形 成 し 、 前 記 絶 縁 膜 層 ２ １ ２ 上 の 電 極 層
２ １ ４ に Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 １ １ ４ を 形 成 し 、 前 記 Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 １ １ ４ 上 に 絶 縁 層 ２ １ ６ を
形 成 し 、 前 記 絶 縁 層 ２ １ ６ 上 の 電 極 層 ２ ０ ２ に Ｙ 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ３ 、 Ｙ 第 ２ 接 続
電 極 パ ッ ド １ ２ ４ 、 Ｙ 第 ３ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ５ を 形 成 し て 、 各 Ｙ 第 １ 配 線 電 極 １ １ ３ 、
Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 １ １ ４ 、 Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５ の 端 部 と 前 記 Ｙ 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ３
、 Ｙ 第 ２ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ４ 、 Ｙ 第 ３ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ５ 間 は 絶 縁 開 口 部 を 介 し て 導
通 接 続 し て あ る 。 一 例 と し て 、 Ｙ 第 １ 配 線 電 極 １ １ ３ の 端 部 と Ｙ 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２
３ の 導 通 接 続 部 の 絶 縁 開 口 部 を １ ３ ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 配 線 電 極 と 接 続 電 極 パ ッ ド 構 造 を さ ら に 断 面 図 を 用 い て 詳 述 す る 。 図 ３ ａ 、 図 ３ ｂ 、 図
３ ｃ は 図 １ の 液 晶 表 示 パ ネ ル 詳 細 配 線 図 に お け る 接 続 電 極 パ ッ ド の Ｄ １ － Ｄ ２ 、 Ｅ １ － Ｅ
２ 、 Ｆ １ － Ｆ ２ 断 面 図 で あ る 。 す な わ ち 図 ３ ａ は 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ３ の Ｄ １ － Ｄ ２
断 面 を 示 す 。 ６ １ １ は 本 発 明 の 液 晶 パ ネ ル を 形 成 す る 第 １ 基 板 で あ り 、 工 程 順 に 第 １ 基 板
６ １ １ 上 に 第 １ 配 線 電 極 １ １ ３ と Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５ を 図 ８ ｃ に 図 示 し た ゲ ー ト 電 極 ８
１ １ と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 の 図 ２ に 図 示 し た 電 極 層 ２ １ １ と し て 形 成 し 、 以 下 同 様 に
、 次 に 絶 縁 層 ２ １ ２ を ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ １ ２ と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 形 成 す る 。 前 記 絶
縁 層 ２ １ ２ 上 に は Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 １ １ ４ を ソ ー ス 電 極 ８ １ ５ と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で
電 極 層 ２ １ ４ に 形 成 し 、 次 に 絶 縁 層 ２ １ ６ を 保 護 絶 縁 膜 ８ １ ６ と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程
で 形 成 す る 。 次 に 絶 縁 開 口 部 １ ３ ３ を 穿 ち 、 最 後 に 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ３ を 表 示 電 極
８ ０ ２ と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 電 極 層 ２ ０ ２ に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 従 っ て 、 平 面 的 に は 第 １ 配 線 電 極 １ １ ３ と Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５ 間 を Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 １
１ ４ が 通 る 構 造 で あ る が 、 前 記 第 １ 配 線 電 極 １ １ ３ お よ び Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５ と Ｙ 第 ２
配 線 電 極 １ １ ４ は 絶 縁 層 ２ １ ２ で 隔 絶 し て あ る た め 近 接 配 置 と し て も 絶 縁 不 良 は 発 生 し な
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い 。 ま た 、 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ３ は 前 記 第 １ 配 線 電 極 １ １ ３ 、 Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 １ １ ４
、 Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５ 上 を 覆 う 配 置 と し て あ る が 、 絶 縁 層 ２ １ ６ で 隔 絶 し て あ る た め 絶
縁 不 良 は 発 生 せ ず 、 第 １ 配 線 電 極 １ １ ３ 、 Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 １ １ ４ 、 Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５
の ３ 領 域 を 占 め る 幅 広 の 接 続 電 極 パ ッ ド を 形 成 出 来 る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ３ ｂ は 第 ２ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ４ の Ｅ １ － Ｅ ２ 断 面 を 示 し 、 第 １ 基 板 ６ １ １ 上 に Ｙ 第
３ 配 線 電 極 １ １ ５ 、 絶 縁 層 ２ １ ２ 、 Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 １ １ ４ 、 絶 縁 層 ２ １ ６ を 形 成 し た 上 に
第 ２ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ４ を 形 成 し て あ る 。 第 １ 配 線 電 極 １ １ ３ は 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド １
２ ３ 下 で 途 切 れ る た め 第 ２ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ４ 下 に は 存 在 し な い 。 ま た 、 第 ２ 接 続 電 極
パ ッ ド １ ２ ４ も 下 層 の 配 線 電 極 と は 絶 縁 層 ２ １ ６ で 隔 絶 し て あ る た め 絶 縁 不 良 は 発 生 せ ず
、 第 １ 配 線 電 極 １ １ ３ 、 Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 １ １ ４ 、 Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５ の ３ 領 域 を 占 め る
接 続 電 極 パ ッ ド 幅 ま で 接 続 電 極 パ ッ ド 幅 を 広 げ て 形 成 出 来 る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 同 様 に 図 ３ ｃ は 第 ３ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ５ の Ｆ １ － Ｆ ２ 断 面 を 示 し 、 こ こ で は 第 ２ 配 線
電 極 １ １ ４ も 第 ２ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ４ 下 で 途 切 れ る た め 第 ３ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ５ 下 に
は 存 在 せ ず 、 Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５ と 第 ３ 接 続 電 極 パ ッ ド １ ２ ５ の み で あ る 。 従 っ て 、 第
１ 配 線 電 極 １ １ ３ 、 Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 １ １ ４ 、 Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 １ １ ５ の ３ 領 域 を 占 め る 接 続
電 極 パ ッ ド 幅 ま で 接 続 電 極 パ ッ ド 幅 を 広 げ て 形 成 出 来 る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 表 示 領 域 ５ ０ １ の Ｙ 方 向 に 関 す る 配 線 電 極 お よ び 接 続 パ
ッ ド の 構 造 と 形 成 方 法 の 詳 細 を 述 べ た が 、 Ｘ 方 向 に 関 す る 配 線 電 極 お よ び 接 続 パ ッ ド も 同
様 な 構 造 と 形 成 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 す な わ ち 、 図 １ で 図 示 し た 本 発 明 の 液 晶 パ ネ ル の Ｙ 配 線 電 極 領 域 ５ １ ３ お よ び Ｘ 配 線 電
極 領 域 ５ ２ ３ の 配 線 は 表 示 電 極 群 ６ １ ２ の ゲ ー ト 電 極 と 同 じ 工 程 同 じ 材 料 の 電 極 層 あ る い
は ソ ー ス 電 極 と 同 じ 工 程 同 じ 材 料 の 電 極 層 に 形 成 し 、 Ｙ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域 ５ １ ６ お よ び
Ｘ 接 続 パ ッ ド 領 域 ５ ２ ６ の 接 続 電 極 パ ッ ド は 表 示 電 極 と 同 じ 工 程 同 じ 材 料 の 電 極 層 に 形 成
し 、 各 電 極 層 間 は 絶 縁 層 で 隔 絶 し て あ る の で 導 電 接 続 が 必 要 な 箇 所 だ け を 絶 縁 開 口 部 で 接
続 す る こ と が で き て 各 電 極 層 間 の 絶 縁 が 良 好 で あ る こ と か ら 、 配 線 電 極 上 に 接 続 電 極 パ ッ
ド を 形 成 し て 接 続 電 極 パ ッ ド の 幅 広 化 と 電 極 間 を 狭 め て 液 晶 表 示 パ ネ ル の 高 密 度 化 を 両 立
さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 各 配 線 電 極 あ る い は 各 接 続 電 極 パ ッ ド を 形 成 す る 工 程 と 材 料
を 表 示 電 極 群 ６ １ ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 あ る い は 表 示 電 極 と 同 一 に す る こ と で ス イ ッ チ ン
グ 素 子 を 形 成 し た 後 に 改 め て 液 晶 表 示 パ ネ ル の 表 示 領 域 周 辺 部 に 設 け る 配 線 電 極 と 接 続 電
極 パ ッ ド を 形 成 す る 工 程 を 省 き 、 狭 小 画 素 ピ ッ チ に も か か わ ら ず 信 頼 性 の 高 い 高 密 度 化 液
晶 表 示 パ ネ ル を 提 供 で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ４ は 本 発 明 に よ る 他 の 実 施 例 で あ っ て 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 詳 細 配 線 図 で あ る 。 実 施 例
１ と の 違 い は 、 実 施 例 １ で は Ｙ 配 線 電 極 領 域 ５ １ ３ お よ び Ｘ 配 線 電 極 領 域 ５ ２ ３ の 配 線 電
極 が １ 本 お き に ゲ ー ト 電 極 あ る い は ソ ー ス 電 極 と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 交 互 に 形 成 し
て あ る の に 対 し て 、 実 施 例 ２ で は Ｙ 配 線 電 極 領 域 ５ １ ３ の 配 線 を す べ て ス イ ッ チ ン グ 素 子
で あ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ８ ０ １ の ソ ー ス 電 極 と 同 じ 材 料 と 同 じ 工 程 で 形 成 し て あ り 、 Ｘ 配
線 電 極 領 域 ５ ２ ３ の 配 線 を す べ て ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ８ ０ １ の ゲ ー
ト 電 極 と 同 じ 材 料 と 同 じ 工 程 で 形 成 し て あ る 点 に あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 す な わ ち 、 図 ４ に お い て 、 Ｙ 配 線 電 極 領 域 ５ １ ３ の ４ １ ３ は Ｙ 第 １ 配 線 電 極 、 ４ １ ４ は
Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 、 ４ １ ５ は Ｙ 第 ３ 配 線 電 極 で あ っ て 、 表 示 領 域 ５ ０ １ に お け る 表 示 電 極 群
６ １ ２ の 信 号 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ 等 は 図 ８ ｃ に 図 示 し た ソ ー ス 電 極 ８ １ ５ と 同 じ 材 料 お よ
び 同 じ 工 程 で 形 成 す る が 、 前 記 Ｙ 第 １ 配 線 電 極 ４ １ ３ 、 Ｙ 第 ２ 配 線 電 極 ４ １ ４ 、 Ｙ 第 ３ 配
線 電 極 ４ １ ５ も す べ て 前 記 ソ ー ス 電 極 ８ １ ５ と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 形 成 す る 。 ま た
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、 表 示 電 極 群 ６ １ ２ の 走 査 線 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 等 は 図 ８ ｃ に 図 示 し た ゲ ー ト 電 極 ８ １ １ と
同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 形 成 す る が 、 Ｘ 配 線 電 極 領 域 ５ ２ ３ の 配 線 も す べ て 前 記 ゲ ー ト
電 極 ８ １ １ と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の 結 果 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 周 辺 部 に 配 置 す る 接 続 電 極 と 接 続 電 極 パ ッ ド 形 成 を 表 示 領
域 形 成 と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 形 成 で き る 利 点 は 同 じ で あ る が 、 さ ら に 、 Ｙ 配 線 電 極
領 域 ５ １ ３ の 配 線 を す べ て ソ ー ス 電 極 と 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 工 程 で 形 成 す る こ と で Ｙ 側 外
周 辺 ５ １ １ に お い て 走 査 線 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ 等 と Ｙ 配 線 電 極 領 域 ５ １ ３ の 配 線 と の 接 続 が
不 要 と な り 、 同 様 に 、 Ｘ 配 線 電 極 領 域 ５ ２ ３ の 配 線 を す べ て ゲ ー ト 電 極 と 同 じ 材 料 お よ び
同 じ 工 程 で 形 成 す る こ と で Ｘ 側 外 周 辺 ５ ２ １ に お い て 走 査 線 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 等 と Ｘ 配 線
電 極 領 域 ５ ２ ３ の 配 線 と の 接 続 が 不 要 と な る 。 従 っ て 、 Ｙ 側 外 周 辺 ５ １ １ あ る い は Ｘ 側 外
周 辺 ５ ２ １ の 占 め る 面 積 を 狭 小 と す る こ と が で き る の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
【 図 １ 】 液 晶 表 示 パ ネ ル の 詳 細 配 線 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 本 発 明 の 配 線 電 極 と 接 続 電 極 パ ッ ド 構 造 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ａ 】 図 １ の 液 晶 表 示 パ ネ ル 詳 細 配 線 図 に お け る 接 続 電 極 パ ッ ド の Ｄ １ － Ｄ ２ 断 面 図
で あ る 。
【 図 ３ ｂ 】 図 １ の 液 晶 表 示 パ ネ ル 詳 細 配 線 図 に お け る 接 続 電 極 パ ッ ド の Ｅ １ － Ｅ ２ 断 面 図
で あ る 。
【 図 ３ ｃ 】 図 １ の 液 晶 表 示 パ ネ ル 詳 細 配 線 図 に お け る 接 続 電 極 パ ッ ド の Ｆ １ － Ｆ ２ 断 面 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 他 の 実 施 例 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す 液 晶 表 示 パ ネ ル の Ｂ １ － Ｂ ２ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 技 術 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 配 線 図 で あ る 。
【 図 ８ ａ 】 表 示 領 域 の 画 素 の 詳 細 形 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ ｂ 】 図 ８ ａ に お け る 画 素 の 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ８ ｃ 】 図 ８ ａ に お け る Ｃ １ － Ｃ ２ の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
１ １ ３ 、 ４ １ ３ 、 ７ １ ３ 　 　 Ｙ 第 １ 配 線 電 極
１ １ ４ 、 ４ １ ４ 、 ７ １ ４ 　 　 Ｙ 第 ２ 配 線 電 極
１ １ ５ 、 ４ １ ５ 、 ７ １ ５ 　 　 Ｙ 第 ３ 配 線 電 極
１ ２ ３ 、 ７ ２ ３ 　 　 Ｙ 第 １ 接 続 電 極 パ ッ ド
１ ２ ４ 、 ７ ２ ４ 　 　 Ｙ 第 ２ 接 続 電 極 パ ッ ド
１ ２ ５ 、 ７ ２ ５ 　 　 Ｙ 第 ３ 接 続 電 極 パ ッ ド
５ ０ ０ 　 　 液 晶 表 示 パ ネ ル
５ ０ １ 　 　 表 示 領 域
５ １ ３ 　 　 Ｙ 配 線 電 極 領 域
５ １ ６ 　 　 Ｙ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域
５ ２ ３ 　 　 Ｘ 配 線 電 極 領 域
５ ２ ６ 　 　 Ｘ 接 続 電 極 パ ッ ド 領 域
５ １ １ 　 　 Ｙ 側 外 周 辺
５ ２ １ 　 　 Ｘ 側 外 周 辺
６ １ １ 　 　 第 １ 基 板
６ ２ １ 　 　 第 ２ 基 板
６ １ ２ 　 　 表 示 電 極 群
６ ２ ２ 　 　 対 向 電 極
８ ０ １ 　 　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
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８ ０ ２ 　 　 表 示 電 極
８ １ １ 　 　 ゲ ー ト 電 極
８ １ ２ 　 　 ゲ ー ト 絶 縁 膜
８ １ ３ 　 　 半 導 体 層
８ １ ４ 　 　 ド レ イ ン
８ １ ５ 　 　 ソ ー ス
８ １ ６ 　 　 保 護 絶 縁 膜
Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ 　 　 信 号 線
Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 　 　 走 査 線

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ ａ 】
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【 図 ３ ｂ 】

【 図 ３ ｃ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ ａ 】

【 図 ８ ｂ 】

【 図 ８ ｃ 】
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